
平成３０年度永山まちづくり推進協議会について 

 

１ 平成３０年度委員改選に伴う委員構成等 

 

＜改選に係る市方針＞ 

 

（１）委員選出依頼方針 

 ①地域の核となる団体（必須） 

  市民委員会（各１名），社会福祉協議会（地域団体より１名），民生児童委員連絡協議会（地

域団体より１名） 

 ②地域に実情に応じて依頼する団体（任意） 

  教育関係（小中高大），地域包括支援センター，消防団，商工会，ＪＡ等 

 ③その他（任意） 

  その他地域実情に応じて依頼する団体があれば依頼対象とする。 

（２）委員構成 

 ①委員定数１５ 

②公募委員２０％（３名） 

③女性委員割合２０％目標 

 

 

＜平成３０年度永山まちづくり推進協議会・委員推薦依頼団体＞ 

 

※正副会長協議から 

現在構成（平成２８・２９年度） 平成３０年度改選 

永山地域市民委員会連絡協議会 永山第一地区市民委員会 

永山第一地区市民委員会 永山第二地区市民委員会 

永山第三地区市民委員会 永山第三地区市民委員会 

永山南西地区市民委員会 永山南地区市民委員会 

永山南西地区市民委員会女性部 永山南西地区市民委員会 

永山第二地区社会福祉協議会 永山第三地区社会福祉協議会 

永山西地区民生委員児童委員協議会 永山西地区民生委員児童委員協議会 

旭川市消防団・永山地区分団（第３０分団） 旭川市消防団・永山地区分団 

永山地域包括支援センター 包括支援センター（永山地域） 

新旭川・永山南包括支援センター 旭川大学 

永山小学校 あさひかわ商工会 

旭川大学 ＪＡあさひかわ永山基幹支所（青年部） 

あさひかわ商工会 公募委員 

ＪＡあさひかわ永山基幹支所（女性部） 公募委員 

公募委員 公募委員 

※現在，推薦依頼団体へ推薦依頼中（〆１／２６） 

※公募委員募集（１／１５～２／１５） 

  

資料２ 

 



２ 平成３０年度永山地域活動計画の策定について 

 

＜方針＞ 

・永山地域は，実行委員会方式による実働体制の構築に成功しており，また９つの事業数は他地

域を群を抜いて活発なことから，１５まち協のモデル地区として平成２９年度より包括補助対

象地区となった。 

・包括補助（永山トライアル）の試行の条件として，前年度のうちに地域活動計画を策定提出す

ること，及び，まち協下に，各実行委員会を横断する実行委員会（永山まちづくり実行委員会）

を新設することが求められた。 

・前年度のうちに地域活動計画を確定させることにより４／１からの補助交付決定，事業執行が

可能となり，また，横断的実行委員会の設置により，各事業間の情報共有，意見交換，連絡協

力，及び，事業予算に係る実行委員会間調整が可能となっている。 

・平成３０年度は包括補助２年目となるが，今年度同様，永山まちづくり実行委員会において，

平成３０年度永山地域活動計画を策定し市担部局に提出する（３月後半を予定）。また，地域活

動計画は協議会に報告する。 

 

＜地域活動計画策定に係る作業状況（報告）＞ 

 

第３回永山まちづくり実行委員会（H29.12.5 開催） 

…各実行委員会から，平成３０年度事業計画（素案）を提出頂き（11 月下旬集約），事務局にお

いて，内容，補助要望額を取りまとめ，事業費調整等について審議した。 

 現在活動している９実行委員会は，取組内容を拡充しながら，平成３０年度も，まち協事業（ま

ち協補助対象）として全て継続希望であり，事業費計１，１７２千円，補助要望額計９１８千

円（平成２９年度は，事業費計８０４千円，補助額６００千円（永山トライアル４００千円＋

地域協働事業（地域提案型）１００千円（永山地域世代間交流事業実行委員会）＋地域協働事

業（行政提案型）１００千円（エコマップ実行委員会）），自己資金は永山南きづなカフェ実行

委員会が２４千円，農家の食卓実行委員会が１８０千円）と大きく増加した。 

 大幅な増大要因は，永山地域文化振興実行委員会において，平成２８年度より 3 カ年計画で進

めている永山地域史発行に費用（約３５０千円）である。 

 審議結果として，永山地域文化振興実行委員会の冊子発行に係る費用を地域協働事業（地域提

案型）申請（※各地域１事業エントリーが原則）とし，永山地域世代間交流事業を永山トライ

アル内に組み入れ，また，永山トライアルの平成３０年度予算（４００千円）を考慮して，永

山地域世代間交流事業（補助要望額１００千円），農家の食卓実行委員会（補助要望額１００千

円）の２事業については自己財源があることを踏まえ，各６０千円に減額（調整）した。 

…各実行委員会提出の平成３０年度事業計画（素案）に係る総括表，及び，事業費調整後の総括

表は別紙のとおり。 

 

第４回永山まちづくり実行委員会（H30.2.8 開催） 

…各実行委員会より，平成３０年度事業計画（素案）を修正したものを提出依頼済み。 

 これに基づき，平成３０年度事業計画の審議（吟味）を実施予定。 

 

第５回永山まちづくり実行委員会（H30.3.15 開催予定） 

…平成３０年度事業計画の策定 

※第 6 回まちづくり推進協議会（H30.3.22 開催予定） 

…平成３０年度事業計画の報告 

 



平成 30 年度事業計画・事業予算について（総括表） 

第 3 回永山まちづくり実行委員会（H29.12.5） 

実行委員会名 事業計画 事業予算（補助希望額） 

①永山ＳＯＳネットワー

ク推進委員会 

・ヒトココ機器の取得活動 

・ヒトココ習熟訓練の実施 

・捜索手引き等マニュアル作成 

・捜索ネットワークの作成 

・地域周知活動，説明会の実施 

・地域アンケートの実施 

50 千円（50 千円） 

②冬みち守り隊 ・地域事業説明会の企画開催 

・地域パトロールの実施 

・地域自主除排雪の指導，実施 

・間口除雪の目印設置拡充 

・地域排雪用地の確保 他 

60 千円（60 千円） 

③永山南きづな推進委員

会 

・きづなカフェの企画実施 

・地域周知，地域アンケート 

・常設開催の検討 

74 千円（50 千円） 

④永山地域文化振興実行

委員会 

・永山地域史保存（冊子作成） 

・地域文化芸能普及 

・文化活動情報発信 

398 千円（398 千円） 

⑤ながやま農家の食卓で

エコなお食事会実行委員

会 

・稲刈り体験塾＆料理 

・農家の食卓（東地区，西地区） 

・地産地消エコ料理教室 

250 千円（100 千円） 

⑥永山地域医療専門家連

携実行委員会 

・講演会（4 月，10 月） 

・地域体制拡充 

50 千円（50 千円） 

⑦永山地域経済活性化中

長期計画策定検討会 

・地域住民ニーズの分析 

・中長期計画及び短期アクションプ

ラン策定 

10 千円（10 千円） 

永山トライアル合計 892 千円（718 千円） 

⑧ながやま食べきり協力

店マップ事業実行委員会 

＜継続見込み＞ 100 千円（100 千円） 

⑨永山地域世代間交流事

業実行委員会 

4 事業の企画実施 

・七夕＆夏祭り（8 月） 

・昔遊び＆食事づくり（10 月） 

・クリスマス点灯式（12 月） 

・アイスキャンドル（2 月） 

180 千円（100 千円） 

合計 1,172 千円（918 千円） 

 



平成 30 年度事業予算の配分について（案） 

 

補助区分 実行委員会名 補助要望額 総事業費 

包括補助 

（永山トライ

アル） 

永山ＳＯＳネットワーク推進委員会 

（会長 山田幸作） ５０千円 ５０千円 

永山冬みち守り隊 

（隊長 葛西輝昭） ６０千円 ６０千円 

永山南きづな推進委員会 

（会長 桑畠保夫） ５０千円 ７４千円 

永山地域文化振興実行委員会 

（会長 信木晴雄）～ 経常費分 ６０千円 ６０千円 

農家の食卓でエコなお食事会実行委員会 

（会長 藤井やよい） ６０千円 ２１０千円 

永山地域医療専門家連携実行委員会 

（会長 伊藤広也） ５０千円 ５０千円 

永山地域経済活性中長期計画策定検討会 

（会長 河田祐也） １０千円 １０千円 

永山地域世代間交流事業実行委員会 

（会長 工藤博視） ６０千円 １４０千円 

永山トライアル合計金額 ４００千円 ６５４千円 

地域協働 

（地域提案型） 

永山地域文化振興実行委員会 

（会長 信木晴雄） 

～地域歴史保存事業分 

３３８千円 ３３８千円 

地域協働 

（行政提案型） 

永山食べきり協力店マップ実行委員会 

（会長 江口尚文） １００千円 １００千円 

合計金額 ８３８千円 １，０９２千円 

 



３ 【報告】平成２９年度地域まちづくり合同会議 

 

＜開催内容＞ 永山まち協委員へは平成２９年１２月発送案内済み 

 

 

１ 日時 平成３０年２月１日（木) 午後２時から午後４時まで 

 

２ 場所 旭川市市民活動交流センター（ＣｏＣｏＤｅ）ホール 

     （旭川市宮前１条３丁目３番３０号）※会場周辺図別紙のとおり 

 

３ 内容 

（１）「地域づくりについて」（１０分） 

地域まちづくり課から組織体制や補助金等についての説明 

（２）活動事例報告（１５分×３地域＝４５分） 

３つの地域による協議会活動事例の報告 

  ア 東光まちづくり推進協議会 

  イ 永山まちづくり推進協議会 

  ウ 江丹別まちづくり推進協議会 

（３）活動事例報告者とコーディネーターによる意見交換（６０分） 

    コーディネーター 北方建築総合研究所地域研究部部長 松村博文氏 

 

 

＜永山まちづくり推進協議会の事例発表＞ 

 

発表者  井上靜幸（永山まちづくり推進協議会・会長） 

事例発表 永山まちづくり推進協議会の活動について（永山トライアル等） 

パネルディスカッションにもパネラーとして井上会長が参加する。 

 


